
　
「
伊
賀
市
若
者
会
議
」
は
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
を
発
掘
し
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
在
住
・
在
勤
者
や
出
身
者
な
ど

伊
賀
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
を
対
象
と

し
て
平
成
30
年
度
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
任
期
は
２
年
間
で
、
令
和
６
年

　
市
で
は
伊
賀
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
の
「
住
み
た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」「
帰
っ

て
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
育
み
、
進
学
や
就
職
を
機
に
転
出
し
た
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン

と
定
住
の
促
進
を
め
ざ
し
て
Ｉい

が

び

と

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
自
ら
が
地
域
の
担
い
手
と
な
り
、
よ
り
良
い
”伊
賀“
を

創
る
意
識
、
実
行
力
を
持
っ
た
若
者
」
を
「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」
と
定
義
し
て
、
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
に
必
要
な
「
意
欲
」「
知
識
」「
実
行
力
」
を
育
む
た
め
、
伊
賀
市
若
者
会

議
の
取
り
組
み
や
、
市
内
の
県
立
高
校
３
校
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

４
月
か
ら
第
４
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
20
歳

代
か
ら
30
歳
代
の
32
人
で
構
成
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
今
年
度
の
活
動
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
伊
賀
市
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
同
じ
テ
ー
マ
や
目
的
を
持
っ
た
メ
ン

バ
ー
同
士
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
５
つ

の
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
特
徴
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
】

○
伊
賀
音
楽
の
集
い

○
広
報
宣
伝
部

○
高
校
生
「
キ
ッ
カ
ケ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
・
運
動
部

○
若
者
フ
ァ
ー
ム

◆
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

【問い合わせ】　地域創生課　☎ 22-9623　℻  22-9672　 chisou@city.iga.lg.jp

「誇れる伊賀市」「選ばれる伊賀市」の実現に向けて

育成プロジェクト

　
伊
賀
市
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
、
伊
賀

市
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を

持
っ
た
若
者
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
そ

こ
で
出
た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
来
年
度
か
ら

実
際
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

は
じ
め
と
し
た
伊
賀
市
若
者
会
議
の
活
動

を
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
年
齢
の
近
い
高
校
生
に
自
ら
の
学
び
や

経
験
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
昨
年
度
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
高
校
生

が
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
る
「
キ
ッ

カ
ケ
」
を
作
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
は
あ
け
ぼ
の
学
園
高
等
学
校
を

訪
問
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
針
や
思
い

を
先
生
方
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
の
活

動
が
未
来
の
伊
賀
市
を
支
え
る
若
者
・
仲

間
を
生
み
出
す
「
キ
ッ
カ
ケ
」
と
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
伊
賀
市
若
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
市
政

の
事
業
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

11
の
事
業
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ

が
関
心
の
あ
る
市
の
事
業
の
企
画
な
ど
に

参
画
し
て
い
ま
す
。

【
市
政
参
画
事
業
名
】

○
伊
賀
市
こ
ど
も
・
子
育
て
会
議

○
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
事
業
の
企
画

○
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
委

員
○
伊
賀
市
防
災
・
情
報
ア
プ
リ
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
登
録
啓
発
事
業

○
う
え
の
ま
ち
風
景
づ
く
り
協
議
会
等
で

の
啓
発
事
業
企
画
・
実
施

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
住
民
自
治
協
議
会

活
動
の
情
報
発
信
、
自
治
協
主
催
事
業

へ
の
参
画
等

○
「
広
報
い
が
」
特
集
記
事
制
作

○
市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

○
行
政
事
務
事
業
評
価
審
査
委
員
会

○
行
政
情
報
番
組
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
伊
賀

市
」
特
集
番
組
制
作

○
伊
賀
市
企
業
誘
致
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
画

　
良
好
な
景
観
形
成
の
啓
発
に
関
す
る
企

画
提
案
と
事
業
実
施
を
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
自
分
た
ち
が
ま
ち
を
知
る
と
こ
ろ
か

ら
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
後
、

協
議
会
の
方
や
有
志
の
方
と
ま
ち
歩
き
を

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
ど

の
よ
う
な
啓
発
が
で
き
る
か
の
検
討
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
の
企
業
に
伊
賀
市
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
い
、
伊
賀
市
へ
企
業
進
出
を
検
討

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
伊
賀
市
企
業
誘
致

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
の
制
作
に
企
画
段
階
か

ら
携
わ
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
伊
賀

市
若
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
も
出
演
し
、
伊

賀
市
の
魅
力
や
伊
賀
市
若
者
会
議
の
紹
介

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
伊
賀
を
創
る
た
め
、
共

に
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
３
月
31
日

時
点
で
年
齢
が
18
歳
以
上
（
高
校
生

を
除
く
。）
35
歳
以
下
で
、
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
・
伊
賀
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
一
緒
に

伊
賀
市
を
活
気
の
あ

る
ま
ち
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

伊
賀
市
若
者
会
議

新
規
メ
ン
バ
ー

随
時
募
集
中
!!

高
校
生
「
キ
ッ
カ
ケ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
市
政
参
画
事
業

【
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
】

【
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
】

広
報
宣
伝
部

う
え
の
ま
ち
風
景
づ
く
り
協
議
会
等

で
の
啓
発
事
業
企
画
・
実
施

（
都
市
計
画
課
）

伊
賀
市
企
業
誘
致
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
画

（
商
工
労
働
課　

企
業
誘
致
推
進
室
）

申込フォーム
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物価高騰に対する支援事業を紹介します
　市では、国の交付金を活用し、物価高騰により大きな影響を受けている市民の皆さんや事業者の負
担を軽減するため、さまざまな支援事業を実施しています。ここでは、現在実施中または今後予定し
ている主な支援事業の概要をお知らせします。

◆伊賀市住民税非課税世帯支援給付金
　令和６年度住民税非課税世帯に対して
給付金を支給しています。

【給付金額】
　１世帯あたり３万円。また、平成 18 年４月２日
以降に生まれた児童を養育している場合は１人あた
り２万円を加算

【手続方法】
　対象と思われる世帯には、案内を郵送しました。
ただし、令和６年１月２日から 12 月 13 日までに
伊賀市に転入した人や住民税の申告をしていない人
がいる世帯は、申請が必要な場合があります。

【申請期限】　４月 30 日㈬
【問い合わせ】
　生活支援課　☎  22-9674　℻  22-9661

◆公共交通利用者支援事業
　令和７年度も引き続き公共交通機関の通学定期券
購入費の２分の１を助成します。受付開始は５月頃
を予定しています。申請には定期券の写
しなどが必要ですので忘れずにご準備く
ださい。

【対象となる通学定期券】
　有効期間に令和７年４月１日～令和８年３月 31
日を含むもの

【問い合わせ】　交通戦略課
　☎  22-9663　℻  22-9694

◆新生活スタートアップ応援事業
　進学や就職など新生活を始める令和６年度卒業予
定の中学３年生と高校３年生世代に対
し、交付金を支給しています。

【交付金額】
○高校 3年生世代    １人当たり３万円
○中学 3年生    　　１人当たり１万円
※対象者には２月に通知書を郵送しています。支援
を希望する人は期限までに申請してください。

【申請期限】　５月 30 日㈮
【問い合わせ】
　こども未来課　☎ 22-9654　℻  22-9646

◆水道基本料金の減免
　水道料金のうち、基本料金を２カ月間
減免します。

【対象となる検針月】
　令和７年２・３月検針分（３・４月請求分）

【対象者】
　水道利用者（官公署・臨時用は除く。）

【問い合わせ】
　経営企画課　☎  24-0003　℻  24-0006

水道メーター口径 ２カ月あたりの基本料金
13 ｍｍ 1,320 円
20ｍｍ 1,980 円
25ｍｍ 4,400 円

トピックス

　
上
野
高
校
で
は
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
を
「
み

ら
い
探
究
」
と
称
し
、「
地
域
を
支
え
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
す
る
人
間
の
在
り
方･

生
き
方
を
探
究
す

る
」
こ
と
を
目
標
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

１
年
生
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
調
査
・

分
析
し
た
内
容
を
ま
と
め
、
11
月
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
内
容
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
写
真
や
グ
ラ
フ
を
用
い
た
ポ

ス
タ
ー
を
制
作
し
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
、地
域
課
題
の
解
決
策
を
考
え
ま
し
た
。

複
数
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
向
か
い
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
中
で
、
自
分
た
ち
の
意
見
を
提
案
す

る
場
を
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
活
動
内
容
を
深
め

て
い
き
ま
し
た
。
中
間
報
告
を
経
て
、
１
月
に
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
は
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
知
識
や
情
報

を
学
び
、
自
己
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
方
法
を
検

討
し
、
未
来
へ
の
決
意
表
明
を
す
る
探
究
的
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
以
下
の
６
つ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

①
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
科
に
よ
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
た
世
代
間
交
流
、
保
育
園
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

②
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
に
よ
る
建
設
業
団
体
と
連
携
し

た
現
場
見
学

③
生
物
資
源
科
に
よ
る
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
保
全
活

動
④
機
械
科
に
よ
る
市
内
小
学
校
と
の
「
も
の
づ
く

り
」、
補
修
を
通
じ
た
交
流

⑤
進
路
指
導
部
に
よ
る
企
業
見
学

⑥
各
科
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
、

伊
賀
白
鳳
高
校
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
の

白
鳳
フ
ェ
ス

　
継
続
し
て
い
る
活
動
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
活
動
も
地
域
と
連
携
し
交
流
す
る
中
で
、
卒
業
後

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
活
躍
し
て
い
く
か
を
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
け
ぼ
の
学
園
高
等
学
校
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
連
携
、
協
働
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
１
年
次
生
は
地
元
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
地
域
の

産
業
や
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
々
の
話
を
聞
き
、
大
き
な
学
び
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
２
年
次
生
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
い
、
仕
事
の
具
体
的
な
内
容
や
職
場
の
雰
囲
気

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、『
勤
労
観
』
や
『
職
業
観
』

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
各
系
列
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
異
校
種
と
の

交
流
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
健
康
福
祉
系

列
で
は
生
徒
自
ら
が
考
え
た
運
動
遊
び
で
地
域
の
保

育
園
児
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
製
菓
調
理
系
列

で
は
、
本
校
生
徒
が
講
師
役
と
な
り
地
元
の
小
学
生

と
パ
ン
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
未
来
を
見
据
え
て
異
世
代
同
士
が
触
れ
合

う
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
や
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
愛
さ
れ
る
学
校
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
方
々
と
の
絆
作
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市内県立高校との連携活動報告
あ
け
ぼ
の
学
園
高
等
学
校

伊
賀
白
鳳
高
等
学
校

上
野
高
等
学
校

▲みらいプロジェクト発表会

▲インターンシップ

▲２年生中間発表

▲フィールドワーク

▲子育て支援センターでの世代間交流

▲小学校との交流
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